
第
八
章
営
業
の
概
況

業
務
拡
張

1411

外
国
と
の
貿
易
が
再
開
さ
れ
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
商
取
引
が
複
雑
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
で
、
政
府
は
、
昭
和
二
十

六
年
六
月
八
日
、
商
法
を
改
正
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
社
は
、
従
来
か
ら
の
定
款
を
改
正
す
る
必
要
を
生
じ
、
同
年
九
月
十
五
日

こ
れ
ま
で
の
定
款
第
一
一
条
を
、
左
の
よ
う
に
改
正
し
た
。

第
二
条
当
会
社
は
左
の
営
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
百
貨
の
陳
列
販
売
業

二
度
量
衡
器
、
計
量
器
、
測
量
器
、
測
定
器
械
器
具
等
の
販
売
業

三
煙
草
、
医
薬
品
等
の
販
売
業

四
図
書
、
雑
誌
の
出
版
業

五
イ
ン
キ
、
万
年
筆
の
製
造
業

六
写
真
業
、
貸
室
業
、
飲
食
営
業

七
前
記
の
各
号
に
掲
ぐ
る
商
品
の
輸
出
入
業



八
吋

以
上
で
あ
る
。

新
た
に
営
業
目
的
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、
第
一
一
一
項
と
第
六
項
で
あ
る
。
貸
室
業
は
、
本
館
の
落
成
後
、
高
層
部
の
部
屋
を
賃
貸
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

㈲
昭
和
二
十
七
年
の
増
資

二
資
本
金
の
伸
張

以
上
の
各
号
に
附
帯
す
る
一
切
の
業
務

1412

当
社
の
主
な
事
業
で
あ
る
外
国
書
籍
の
輸
入
販
売
に
就
い
て
も
、
他
の
個
所
で
触
れ
た
よ
う
に
、
次
第
に
量
の
み
な
ら
ず
金
額
の
面

で
も
順
調
に
増
加
し
、
事
務
機
械
も
同
様
の
経
過
を
歩
み
つ
づ
け
て
お
り
、
自
社
製
品
の
製
造
販
売
も
軌
道
に
乗
っ
て
、
前
途
の
展
望

は
非
常
に
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
一
方
に
お
い
て
進
行
中
の
本
社
社
屋
の
建
設
資
金
も
、
営
業
の
運
転
資
金
も
、
た

え
ま
な
く
進
行
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
受
け
て
、
益
々
多
額
の
資
金
を
要
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
重

な
り
合
っ
た
の
で
、
当
社
は
更
に
増
資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
て
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
、
「
増
資
目
論
見
書
」
を
公
表
、
増
資
を
要
す
る
事
情
を
次
の
如
く
述
べ
た
。

本
社
新
館
の
工
事
費
調
達
計
画
の
一
環
を
な
す
も
の
で
今
後
の
所
要
工
事
費
一
一
億
五
千
三
○
万
円
の
資
金
は
、
借
入
金
に
よ
り

一
億
三
千
万
円
、
本
工
事
竣
工
後
遊
休
化
す
る
設
備
の
売
却
に
よ
り
六
千
一
一
一
○
万
円
、
残
余
の
六
千
万
円
を
本
増
資
に
よ
り
獲
得

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
借
入
金
は
設
備
資
金
の
貸
出
制
限
を
行
う
金
融
機
関
に
対
し
こ
れ
以
上
期
待
を
か
け
る
麦
）
と
は



而
し
て
、
一
株
の
発
行
価
格
を
五
○
円
、
募
集
の
決
定
方
法
及
び
期
日
は
、
昭
和
一
一
十
六
年
十
二
月
十
日
午
後
五
時
現
在
の
株
主
に

対
し
所
有
株
式
一
株
に
つ
き
一
株
の
割
合
で
割
当
て
、
申
込
期
日
を
昭
和
二
十
七
年
一
月
十
一
日
か
ら
二
十
一
日
の
十
日
間
と
し
、
申

込
と
同
時
に
一
株
に
つ
き
五
○
円
を
申
込
証
拠
金
と
し
て
払
込
む
こ
と
と
し
た
。
払
込
期
日
は
昭
和
一
一
十
七
年
一
一
月
一
日
で
あ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
申
込
証
拠
金
は
、
こ
の
時
点
で
払
込
金
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
総
株
数
百
二
十
万
株
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
規
募
集
株
式
の
払
込
期
日
の
前
に
お
い
て
、
昭
和
一
一
十
六
年
十
二
月
十
日
午
後
五
時
現
在
の
株
主
に
対
し
所
有
株
式
一
株
に

対
し
一
株
の
割
合
で
三
千
万
円
を
無
償
増
資
し
、
昭
和
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日
現
在
資
本
金
九
千
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
無
償
増
資

は
昭
和
二
十
五
年
の
資
産
再
評
価
に
よ
っ
て
生
じ
た
差
益
ｌ
再
評
価
職
立
金
を
充
て
た
。
而
し
て
株
主
割
当
に
よ
る
募
集
株
金
額
六
千

万
円
を
得
て
、
同
年
一
一
月
一
日
現
在
の
資
本
金
額
は
一
億
五
千
万
円
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

㈲
子
会
社
合
併
に
よ
る
資
本
増
加

当
社
は
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
十
六
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
に
於
て
、
資
本
金
一
、
○
○
○
万
円
の
丸
善
出
版
株
式
会
社
を
、
一

対
一
の
条
件
で
、
当
社
へ
合
併
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
の
で
、
当
社
の
資
本
金
は
一
億
六
千
万
円
と
な
っ
た
。
そ
し
て
丸
善
出
版
株

式
会
社
資
本
金
一
、
○
○
○
万
円
に
対
し
新
株
二
○
万
株
（
一
株
五
○
円
）
の
新
株
式
を
発
行
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
七
日
、
東
京
証

資
が
必
要
と
な
っ
た
。

望
み
な
く
、
又
運
転
資
金
を
さ
い
て
設
備
に
固
定
さ
せ
る
こ
と
は
事
業
の
運
営
に
支
障
を
来
た
す
の
で
遊
休
化
す
る
設
備
の
売
却

に
よ
る
資
金
を
も
計
上
し
た
が
尚
且
つ
不
足
を
生
ず
る
関
係
か
ら
増
資
を
予
定
し
た
。
従
っ
て
本
社
新
館
建
設
工
事
完
遂
に
本
増

1413

券
取
引
所
へ
上
場
し
た
。



㈲
昭
和
二
十
八
年
の
増
資

昭
和
二
十
七
年
二
月
一
日
の
増
資
は
、
本
社
建
築
に
要
す
る
経
斐
を
も
見
込
ん
で
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
勿
論
そ
の
額
で
本
社
建
築

が
済
む
わ
け
が
な
か
っ
た
。
可
成
り
の
不
足
が
生
じ
る
こ
と
は
、
当
初
か
ら
覚
悟
し
て
い
た
。
い
よ
い
よ
工
事
が
終
了
し
て
見
る
と
九

千
万
円
ほ
ど
不
足
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
札
幌
支
店
改
築
、
神
戸
営
業
所
の
新
築
に
も
相
当
の
金
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
七
日
、
臨
時
取
締
役
会
を
開
き
、
増
資
を
決
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

新
規
募
集
株
式
三
八
○
万
株
中
、
三
二
○
万
株
は
昭
和
二
十
八
年
六
月
十
日
現
在
の
株
主
に
、
三
○
万
株
は
当
社
の
役
員
及
び
従
業

過
し
た
の
で
あ
る
。

1414

前
記
の
三
月
十
六
日
定
時
株
主
総
会
に
於
い
て
、
当
社
に
対
し
て
株
主
磯
野
義
雄
（
持
株
数
五
、
○
○
○
株
）
、
同
磯
野
正
雄
（
磯
野

義
雄
令
息
持
株
数
五
、
○
○
○
株
）
、
同
株
式
会
社
磯
野
農
園
（
代
表
取
締
役
磯
野
義
雄
持
株
数
七
○
、
四
○
○
株
）
、
同
株
式
会

社
東
山
証
券
（
代
表
取
締
役
磯
野
義
雄
ｌ
株
主
名
簿
記
載
取
締
役
会
長
船
田
一
雄
持
株
数
七
五
、
○
○
○
株
）
の
四
者
か
ら
三
月
十

日
附
書
面
で
商
法
第
二
四
五
条
の
二
に
基
づ
く
、
合
併
反
対
の
通
告
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
総
会
当
日
磯
野
義
雄
が
前
記
諸
氏
の
委
任
状

を
以
て
議
決
権
を
行
使
、
合
併
に
反
対
し
た
が
、
当
日
の
総
会
で
合
併
は
承
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
磯
野
氏
か
ら
株
式
買
取
の
要
求
が
な

さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
要
求
害
に
は
売
渡
価
格
に
つ
い
て
明
示
が
な
く
、
単
に
「
公
正
な
価
格
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
の
み
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
当
社
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
数
次
の
交
渉
を
行
っ
た
が
、
交
渉
は
纏
ま
ら
ず
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
十
五
日
で
、
商
法

で
定
め
ら
れ
た
協
議
期
間
、
六
十
日
を
経
過
し
て
了
っ
た
。
こ
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
三
十
日
以
内
に
価
格
決
定
の
請
求
を
裁
判
所
に
請

求
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
磯
野
氏
は
請
求
を
行
わ
な
か
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
、
こ
の
買
取
り
請
求
は
有
耶
無
耶
の
う
ち
に
経



す
る
に
至
っ
た
。

員
に
割
当
、
残
り
三
○
万
株
を
一
株
に
つ
き
七
五
円
以
上
で
公
募
す
る
。
申
込
期
日
は
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、

払
込
期
日
は
昭
和
二
十
八
年
八
月
一
日
。

こ
の
た
び
の
増
資
で
得
た
手
取
金
は
一
億
九
千
百
六
十
一
万
七
千
円
で
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
用
途
に
充
て
た
。

設
備
資
金
本
社
新
館
工
事
費
（
未
払
分
）
九
○
、
○
○
○
千
円

札
幌
支
店
改
築
工
事
費
二
○
、
○
○
○
千
円

神
戸
営
業
所
新
築
工
事
費
一
○
、
○
○
○
千
円

計
一
二
○
、
○
○
○
千
円

運
転
資
金
洋
書
部
門
拡
張
と
外
国
製
日
用
品
輸
入

販
売
再
開
に
要
す
る
輸
入
資
金
七
一
、
六
一
七
千
円

こ
の
よ
う
に
し
て
終
戦
時
資
本
金
五
○
○
万
円
で
あ
っ
た
当
社
は
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
一
日
現
在
三
億
五
千
万
円
の
資
本
金
を
有

1４１５

㈲
再
評
価
積
立
金
の
変
動

昭
和
二
十
九
年
十
月
一
日
附
で
、
東
京
都
千
代
田
区
淡
路
町
二
丁
目
の
土
地
建
物
に
対
す
る
補
償
金
が
交
附
さ
れ
た
。
同
所
の
当
社

淡
路
町
ピ
ル
の
地
下
を
、
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
の
丸
の
内
線
布
設
の
た
め
の
掘
削
に
よ
り
地
上
の
建
造
物
に
影
響
を
与
え
た
と
し
て

当
社
建
物
に
対
し
再
評
価
が
行
わ
れ
、
再
評
価
額
一
二
、
九
八
六
、
五
六
四
円
か
ら
再
評
価
直
前
の
帳
簿
価
額
六
六
六
、
○
七
八
円
を

引
い
た
差
額
一
二
、
三
二
○
、
四
八
六
円
が
交
附
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
元
来
こ
の
土
地
は
永
楽
不
動
産
株
式
会
社
の
所
有
に
よ
る
も



昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
年
の
営
業
状
況
は
、
既
に
洋
書
。
和
書
・
事
務
機
械
・
文
具
・
洋
品
の
部
で
略
記
し
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
各
商
品
別
の
売
上
高
を
掲
げ
て
見
よ
う
。

1416

三
営
業
成
績
の
概
況

（
単
位
千
円
）

の
で
あ
っ
た
が
、
地
下
鉄
貫
通
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ス
的
影
響
は
地
上
物
件
に
限
り
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
先
だ
ち
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
一
一
十
日
、
丸
善
出
版
株
式
会
社
の
吸
収
合
併
に
よ
り
継
承
し
た
再
評
価
積
立
金
二
三
六

万
八
○
○
○
円
と
、
右
の
再
評
価
に
よ
っ
て
生
じ
た
差
額
一
、
二
三
二
万
余
円
と
は
、
再
評
価
積
立
金
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
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度



1４１７

自
昭
和
二
十
六
年
至
三
十
年
店
別
売
上
表

社

（
単
位
千
円
）

》
）
の
期
間
で
は
、
書
籍
部
門
の
売
上
が
他
部
門
の
売
上
合
計
以
上
で
、
し
か
も
年
々
著
し
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
洋
書
は
そ
の
書

籍
部
門
の
半
ば
以
上
の
売
上
で
あ
っ
た
。
他
の
部
門
で
は
、
一
部
の
商
品
に
例
外
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
昭
和
三
十
年
で
は
、
昭
和
二
十

六
年
に
比
し
て
、
大
体
に
お
い
て
売
上
増
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
同
じ
期
間
の
店
別
売
上
高
を
見
よ
う
。

長
崎
・
支
店

雪
翼
、
六
七
四
一
四
一
、
・
パ
八
一
一
一

四
八
、
閥
エ
ハ
塁
一
、
一
八
二
福
岡
支
店
に
合
6１

福
岡
支
店

一
塁
四
、
○
八
九

幸
九
一
、
五
七
八
一
雫
一
一
一
、
○
二
七
・
一
湛
八
、
一
江
○
二
ノ、
－Ｌ凸

ノ、
、

八

四

岡
山
出
張
所
一

西
八
○

ノ、

○
、

‐二

口

姫
路
支
店

五
虻
、
や
○
一
八
○
、
五
二
二
一
九
五
、
九
七
（
〉
四
九
↑
、
九
○
二
神
戸
支
店
に
合
併

神
戸
支
店
一
五
○
、
九
五
○
六
九
』
、
一
一
八
○
一
一
○
恥
ハ
、
○
六
一
一
一
一
乏
七
』

京
都
支
晦

一

、

七
ノー、

Ｌノ

ノ（

ニ
ノ、

;丘

、
四
皇
七
一
・
九
六
一
．：

八

大
阪
支
店

一
五
三
、
・
四
五

幸
一
雫
｛
ハ
ー
、
③
今
雪
。
ｕ

二
七
雲
一
ミ

ロ
ュ
ノ
ｒ
ノ

悪
処
士
ハ
ー

ロ
ワ
ロ
』
一
日

》
守
挙
‐
‐
↓
０

名
古
屋
・
支
店

○

、

八
七
六

三二

六

○
、
》
一
八
九
額
・
銘
八
、
や
四
八
五

巳
凸
酋
企
凸
凸
▲
■
』

、
○
㎡
○

、
六
四
○

、
墨
○
○

一
五
六
、
九
韮
一

一
九
四
』

一
一
一
ハ
》
へ

、
九
○
・
一
一

、
四
六
○

届
九
四

諺
四
七
兎
恵
五
五
一

ｌ
神
田
支
店
一
四
四
、
六
○
八

》
一
九
、
雪
》
六
一
本
店
に
合
併

本

七
・
八
、
九
九
四

九
七
一
、
八
勺
》
．
、
寵
一
一
七
、
○
今
血
四
一
一
、
通
四
一
、
一
一
八
踏
一

一
、
五
八
五
、
六
○
一

脚
卸
Ｉ
Ｉ
催
催
一
昭
和
二
十
六
年
度

昭
和
二
・
‐
七
年
度

昭
和
一
一
ｒ
八
年
度

昭
和
二
十
九
年
度
一
昭
和
一
・
韮
１
年
度



各
支
店
中
売
上
高
の
最
も
大
き
い
の
は
、
名
古
屋
支
店
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
戦
前
は
紡
織
布
工
業
を
中
心
と
し
た
地
方
商
工
業
の

中
心
地
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
戦
後
は
自
動
車
工
業
が
勃
興
、
陶
磁
器
工
業
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
、
名
古
屋
港
が
国
際
的
貿
易
港
と

し
て
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
重
要
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
名
古
屋
大
学
の
学
部
増
設
な
ら
び
に
公
・
私
立
大
学
、
短
期
大

学
お
よ
び
中
学
校
、
高
等
学
校
の
新
設
。
拡
大
が
、
著
し
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
に
は
当

社
の
出
版
書
「
電
気
工
学
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」
を
中
部
電
力
の
社
員
を
対
象
に
約
二
、
○
○
○
冊
（
四
○
○
万
円
相
当
）
の
大
量
販
売

社
の
出
版
書

に
成
功
し
た
。

右
の
表
で
見
る
と
、
各
年
、
本
店
の
売
上
高
と
全
支
店
。
出
張
所
の
売
上
合
計
高
は
、
大
よ
そ
伯
仲
の
状
況
で
経
過
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
順
調
な
好
成
績
の
う
ら
に
は
勿
論
、
イ
ン
フ
レ
の
影
響
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
全
社
員
の
努
力
に
よ

っ
て
成
績
が
一
路
上
昇
の
過
程
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

本
店
の
販
売
活
動
に
つ
い
て
は
、
他
の
個
所
で
述
べ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
各
支
店
の
販
売
活
動
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
｝
．
）

1４１８

シ
ヘ
ノ
○

合
計
一
垂
、
七
五
九
、
三
一
二

一
万
一
・
五
九
、
八
一
七

三
、
一
五
五
、
一
○
八
一
三
、
一
九
お
、
三
六
六

一
一
一
、
一
号
一
四
、
一
四
八

金
沢
出
張
所

。
・
、
一

．
ニ
ノ

、
縄
八
八

九
、
一
個
一
〈
）
》
一
一
一
主
ハ
』

、
一
二
九
一
一
一
四
一

六
○
九

一
一
・
一
ハ
』

、
戸
主
ハ
ー

札
幌
支
店

や
凸
や
一
ハ
ニ

・
六
四
二

Z曲

ノ、

し

軍
五
四
一

一
七
○
』

掴
七
五

二
○
七
一
、
五
七
八

》
宝
雫
・
一
ハ
モ
、
一
ハ
一
一
一
一

仙
台
支
店

○

爾
謡
三
七
一
一
四
四
一

八
九
一『ｒ

ノｕ

卓
・
』
］
凸
一

、
九
一
八

一
八
○
』

四
九
九

一
八
九
一

八
八
七



心
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

福
岡
支
店
で
も
、
他
に
洋
書
販
売
業
者
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
終
戦
直
後
か
ら
の
積
極
的
な
販
売
活
動
で
、
当
支
店
が
独

1419

大
阪
支
店
は
》
引
続
き
工
業
実
務
系
の
書
籍
の
売
込
み
に
尽
力
、
当
社
の
出
版
書
「
建
築
設
計
資
料
集
成
」
、
「
化
学
便
覧
」
、
「
建
築

エ
学
ポ
ケ
ッ
ト
プ
ッ
ク
」
等
の
大
量
販
売
に
成
功
し
た
。
昭
和
二
十
八
年
、
「
ウ
オ
ル
ト
・
ホ
ィ
ッ
ト
マ
ン
展
覧
会
」
を
、
昭
和
三
十

年
に
は
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
書
展
覧
会
」
を
開
催
し
て
好
評
を
得
た
。
ま
た
店
頭
販
売
の
面
か
ら
は
梅
田
出
張
所
の
開
設

は
機
宜
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

京
都
支
店
で
は
、
徐
左
に
戦
争
直
後
の
精
神
的
混
迷
か
ら
平
静
を
取
り
戻
し
、
若
い
学
徒
の
間
に
精
神
文
化
研
究
の
気
運
が
再
燃
し

て
き
て
、
新
本
・
古
本
の
別
な
く
ド
イ
ツ
哲
学
書
の
売
行
が
良
好
で
あ
っ
た
。
戦
後
京
都
支
店
が
取
り
扱
っ
た
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
第
一

号
は
京
都
大
学
農
学
部
遺
伝
学
教
室
に
納
め
た
。

神
戸
出
張
所
が
、
本
社
直
属
か
ら
離
れ
て
神
戸
支
店
と
し
て
活
動
を
始
め
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
か
ら
で
あ
る
。
明
治
以
後

開
国
時
か
ら
の
五
貿
易
港
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
て
き
た
神
戸
は
、
戦
後
も
関
西
以
西
最
大
の
貿
易
港
と
し
て
復
活
し
つ
つ
あ
り
、
洋

書
、
事
務
器
械
の
販
売
量
は
著
し
く
増
加
し
た
。
そ
の
所
管
で
あ
る
姫
路
支
店
は
機
構
的
に
は
い
ろ
い
ろ
変
化
し
た
が
、
軍
需
工
場
の

平
和
工
業
へ
の
転
換
が
遅
れ
て
い
た
た
め
、
と
く
に
小
。
中
学
校
用
品
の
販
売
に
力
を
入
れ
た
。
小
学
生
向
き
の
月
刊
雑
誌
「
ぎ
ん
の

す
ず
」
、
中
学
生
の
美
術
副
教
科
書
と
し
て
「
学
生
の
美
術
史
」
が
よ
く
売
れ
た
し
、
工
業
高
等
学
校
や
実
業
高
等
学
校
の
学
生
に
は
、

当
社
扱
い
の
製
図
器
が
好
評
で
よ
く
売
れ
た
。

京
都
。
大
阪
・
神
戸
と
接
近
し
て
三
支
店
が
存
在
し
、
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
業
績
を
挙
げ
て
行
く
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
の
苦



昭和２８年の日本橋本店売場

1420



頚絹塑特嵯怜璽ｅ叶闇烏堅

◇垂『虫喜◇雲”●時。喜割。。盛。．毎丁ニマ町蔑ユマ段鷺黛

I
D
q
.
､
語
丑

塞輔蕃弾齢

。隣醇吋》降騨酢睦Ｐ院ＲＲ；‐尋ァ

［函都『



占
的
立
場
に
立
ち
得
た
。
洋
書
輸
入
が
再
開
さ
れ
て
か
ら
最
も
困
っ
た
こ
と
は
、
前
金
受
注
の
洋
書
・
外
国
雑
誌
の
現
品
未
着
の
た
め

に
、
お
得
意
様
か
ら
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
福
岡
に
は
米
軍
が
進
駐
し
て
お
り
、
洋
書
の
売
場
も
賑
や
か
で
あ
っ
た

が
、
朝
鮮
動
乱
の
際
は
板
付
が
基
地
と
な
っ
た
た
め
か
、
市
全
体
が
賑
や
か
に
な
っ
た
。
外
勤
者
は
な
お
自
転
車
使
用
の
時
代
で
も
ぁ

き
を
示
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ごう

た
０
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仙
台
支
店
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
、
仙
台
吉
例
の
「
初
売
り
」
に
参
加
、
正
月
二
日
午
前
八
時
か
ら
営
業
を
始
め
た
。
そ
の

際
、
洋
品
は
一
、
○
○
○
円
。
一
一
一
、
○
○
○
円
、
文
具
は
五
○
○
円
の
福
袋
を
作
り
売
り
出
し
た
が
、
開
店
後
五
分
間
で
売
れ
切
れ
た

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
事
は
七
、
八
年
間
継
続
の
の
ち
廃
止
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
企
業
の
復
興
が
盛
ん
と
な
り
、
ア
テ
ナ

イ
ン
キ
の
需
要
が
急
激
に
増
加
、
一
方
で
進
駐
軍
の
撤
退
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
人
心
が
平
穏
に
一
戻
り
、
読
者
層
が
急
激
に
増
加
し
、
文

化
面
で
の
世
相
が
高
ま
っ
て
き
た
。

札
幌
支
店
で
は
、
道
路
関
係
書
中
心
に
土
木
工
学
書
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
六
年
北
海
道
開
発
局
が
発
足
し
、
旭

川
、
函
館
等
十
個
所
に
開
発
建
設
部
が
設
置
さ
れ
、
道
路
関
係
を
主
に
、
開
発
が
実
際
日
程
に
上
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
当
支
店
独
自
の
催
し
と
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
、
画
廊
で
「
回
想
の
有
島
武
郎
展
」
を
開
い
た
。
昭
和
二
十
五
年
以
来

「
よ
い
子
よ
い
本
の
会
」
を
開
催
、
年
と
共
に
児
童
書
の
売
上
を
増
加
し
た
。

以
上
各
支
店
に
共
通
の
事
と
し
て
は
、
和
書
部
門
で
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
書
物
は
何
れ
の
支
店
で
も
、
大
体
に
よ
く
売
れ

た
こ
と
、
事
務
機
械
と
く
に
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
、
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
諸
企
業
の
事
業
の
発
展
と
共
に
盛
ん
な
売
れ
行



実
際
経
営
上
の
利
益
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
五
年
間
、
毎
期
の
利
益
は
、

収
益
の

前
項
で
、
記
し
上

次
の
よ
う
で
あ
る
。

教
育
制
度
の
改
正
、
小
。
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
の
新
設
。
拡
大
で
は
、
図
書
及
び
図
書
館
用
品
の
販
路
拡
張

に
各
支
店
と
も
懸
命
の
努
力
を
重
ね
た
こ
と
も
、
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
共
通
現
象
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
仙
台
支
店
で
は
、
宮
城
県
教

育
委
員
会
へ
修
練
図
書
と
し
て
和
書
八
五
○
万
円
、
書
架
五
○
万
円
を
納
入
し
た
。

記
し
た
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

傾
向

自
昭
和
二
十
六
年
至
三
十
年
純
利
益
表
（
円
以
下
切
捨
）

右
の
表
に
よ
れ
ば
、
前
項
に
記
し
た
昭
和
二
十
九
年
以
後
の
売
上
高
の
伸
び
率
低
下
に
伴
な
っ
て
各
期
の
利
益
額
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
之
に
加
え
る
に
、
こ
の
年
は
漸
く
人
件
饗
も
増
加
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
株
主

配
当
も
、
昭
和
二
十
六
年
前
期
１
昭
和
一
一
十
八
年
前
期
一
一
割
五
分
を
、
二
十
八
年
後
期
に
二
割
、
二
十
九
年
後
期
一
割
六
分
と
、
そ
の

率
を
下
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
財
界
に
対
す
る
配
慮
も
あ
っ
た
。
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